
行財政局予算の概要 

 

１ 予算編成に当たっての考え方 

行財政局の予算は，物件費のほか，教育費や消防費を除く一般会計の人件費，市債の

償還等に充当する公債費，公営企業等への繰出金で構成されている。 

このうち，局の事業に要する物件費は，総務事務センターの運営費や市庁舎等の維持

管理費，市税の賦課徴収や収納事務に要する経費など，間接経費や維持管理経費につい

て，市民サービスの低下を招かないよう慎重に必要経費を精査し，効果的かつ効率的な

予算配分に努めた。 

一方で，土砂災害ハザードマップづくり，防災情報システム・防災行政無線整備（基

本調査）及び市庁舎整備事業などの防災老朽化対策や芸術大学の移転整備を進めるなど，

選択と集中による積極的な予算編成を行っている。 

また，人件費では昨年の給与改定による影響及び事務事業の見直し等による職員削減

の影響を踏まえ，適切な予算配分に努めた。 

 

２ 主な新規・充実事業 

 ＜政策的新規・充実事業＞ 

  土砂災害ハザードマップづくり                   24,900千円 

観光客等帰宅困難者対策（嵯峨・嵐山地域における避難訓練）            

  全体事業費 6,000 千円（うち政策枠 4,000 千円） 

防災情報システム・防災行政無線整備（基本調査）          20,000 千円 

避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成               10,000 千円 

市庁舎整備事業                         291,200 千円 

  芸術大学移転整備基本計画の策定及び西京区・洛西地域の新たな活性化事業等   

                                                   44,700 千円 

  納税環境の整備                          80,200 千円 

 ＜局枠等新規・充実事業＞ 

公契約基本条例制定に向けた取組                  1,500 千円 

仕事と子育て両立支援事業                                       1,500 千円 

  観光客等帰宅困難者対策（緊急避難先拡大に向けた取組等）        

                   全体事業費 6,000 千円（うち充実分 2,000 千円） 
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